





* = し > くさ 第 82 回 ( 令 和 4 年 4 月 27 日 ) A 1 
直近 の 感染 状況 の I CN 


| く 感 策 状 況 に つい て > 
|・* 全 国 の 新規 感染 者 数 (報告 日 別 ) は 、 今 週 先週 比 が 0.91 と な り 、 直近 の 1 週間 で は 10 万 人 あたり 約 226 人 と 減少 が 継続 し て いる 。 | 
大 都市 圏 を 中 心 に 減少 が 続く 一 方 、 北 海道 や 沖縄 県 な ど 増 加 が 続く 地域 も ある 。 年 代 別 の 新規 感染 者 数 は 全て の 年 代 で 減少 傾 | 

| 向 が 続い て お り 、20 代 の 減少 が 顕著 で ある 一 方 、10 代 以下 で は 減少 幅 が 小さ い 。 

| * 全 国 の 新規 感染 者 数 の 減少 に 伴い 、 療 養 者 数 、 重 症 者 数 及び 死亡 者 数 は 減少 が 継続 し て いる 。 

実効 再生 産 数 : 全国 的 に は 、 直 近 (4/10) で 0.97 と 1 を 下回る 水準 と な っ て お り 、 首 都 園 で は 0.94、 関 西園 で は 0.97 と な っ て いる 。 

| く 地 域 の 動向 > ※ 新 規 感染 者 数 の 数 値 は 、 報 告 日 ペー ス の 直近 1 週間 合計 の 対人 口 10 万 人 の 値 。 

|| 北海 道 | 新規 感染 者 数 は 今週 先週 比 が 1.12 と 1 を 上 回 り 、 約 353( 札 幌 市 約 392)。20 代 以下 が 中 心 。 特に 10 代 以下 の 増加 が 顕著 。 病床 使用 率 は 1 割 強 。 

| 北 関東 茨城 の 新規 感染 者 数 は 今週 先週 比 が 0.81 と 1 を 下回り 、 約 197。 20 代 以下 が 中 心 。 10 代 で 増加 傾向 。 病床 使用 率 は 1 割 強 。 群馬 で は 今週 先週 比 が 

| 1.0 と な り 、 新 規 感染 者 数 は 約 169。 栃木 で は 今週 先週 比 が 1.13 と 1 を 上 回 り 、 約 239。 病床 使用 率 に つい て 、 栃 木 で は 2 割 弱 、 群 馬 で は 3 割 強 。 

| 首都 圏 東京 の 新規 感染 者 数 は 今週 先週 比 が 0.84 と 1 を 下回り 、 約 266。 20 代 以下 が 中 心 。 全て の 年 代 で 減少 。 病床 使用 率 は 2 割 強 、 重 症 病床 使用 率 は 約 

財 (] 3 県) 2 割 。 埼 玉 、 千 葉 、 神 奈川 で も 今週 先週 比 が それ ぞ れ 0.87、0.84、0.79 と 1 を 下回り 、 新 規 感染 者 数 は それ ぞ れ 約 221、196、211。 病床 使用 率 に つい 

” 。 | て 、 埼 玉 で は 2 割 強 、 千 葉 で は 1 割 強 、 神 奈川 で は 2 割 強 。 

! 愛知 の 新規 感染 者 数 は 今週 先週 比 が 0.96 と 1 を 下回り 、 約 208。 20 代 以下 が 中 心 。 病床 使用 率 は 2 割 強 。 岐阜 、 静 岡 、 三 重 で も 今週 先週 比 が それ 

| 中 京 ・ 東 海 | ぞ れ 0.98、0.90、0.83 と 1 を 下回り 、 新 規 感染 者 数 は それ ぞ れ 約 201、143、183。 病床 使用 率 に つい て 、 岐 阜 で は 2 割 強 、 静 岡 で は 1 割 強 、 三 重 で は 約 
2 割 。 
大 阪 の 新規 感染 者 数 は 今週 先週 比 が 0.87 と 1 を 下回り 、 約 239。 20 代 以下 が 中 心 。 全て の 年 代 で 微減 又は 減少 。 病 床 使用 率 は 2 割 強 、 重症 病床 使 | 
用 率 は 2 割 弱 。 滋 賀 、 兵 庫 、 奈 良 、 和 歌 山 で も 今週 先週 比 が それ ぞ れ 0.79、0.80、0.68、0.83 と 1 を 下回り 、 新 規 感染 者 数 は それ ぞ れ 約 168、193、139、|| 
176。 京都 で は 今週 先週 比 が 1.0 と な り 、 新 規 感染 者 数 は 約 229。 病床 使用 率 に つい て 、 滋 賀 、 兵庫 で は 2 割 強 、 京 都 で は 2 割 弱 、 奈 良 で は 1 割 強 、 和 | 

| 歌 山 で は 3 割 強 。 

| 福岡 の 新規 感染 者 数 は 今週 先週 比 が 0.98 と 1 を 下回り 、 約 307。 20 代 以下 が 中 心 。 10 代 以下 で 増加 傾向 、 そ の 他 の 年 代 で は 減少 。 病床 使用 率 は 3 

|| 九州 | 着 表 佐賀 、 熊 本 、 宮 崎 で も 今週 先週 比 が それ ぞ れ 0.95、0.96、0.76 と 1 を 下回り 、 新 規 感染 者 数 は それ ぞ れ 約 397、240、289。 長崎 、 大 分 、 鹿 児島 で 
は 今週 先週 比 が それ ぞ れ 1.17、1.07、1.21 と 1 を 上 回 り 、 新規 感染 者 数 は それ ぞ れ 約 263、238、343。 病床 使用 率 に つい て 、 佐 賀 で は 約 3 割 、 長 崎 、 

| 大 分 、 宮 崎 で は 2 割 強 、 熊 本 で は 3 割 弱 、 鹿 児島 で は 約 4 割 。 

| 沖縄 新規 感染 者 数 は 今週 先週 比 が 1.0 と な り 、 約 644 と 全国 で 最も 高い 。 30 代 以下 が 中 心 。 特に 10 代 以下 の 増加 が 顕著 。 一 方 、80 代 以上 で は 減少 。 病床 

| 語 科 使用 率 は 5 割 弱 。 


158、193、130、190、221、235、108、242、142。 病床 使用 率 に つい て 、 青 森 、 岩 手 、 宮 城 、 秋 田 、 石 川 、 長 野 、 岡 山 、 山 口 、 香 川 で は 2 割 強 、 福 島 、 山 


| ma 以 外 青森 、 岩 手 、 宮 城 、 秋 田 、 福 島 、 新 潟 、 石 川 、 山 梨 、 長 野 、 岡 山 、 広 島 、 山 口 、 香 川 、 愛 媛 の 新規 感染 者 数 は それ ぞ れ 約 215、195、171、191、213、 
| 上記 
梨 で は 3 割 強 、 新 潟 で は 約 2 割 、 広 島 で は 約 3 割 、 愛 媛 で は 2 割 弱 。 





| 今後 の 見 通し と 必要 な 対策 > 
| 〇 感染 状況 に つい て 
| ・ 新 規 感染 者 数 は 、 全 国 的 に 見 れ ば 、 大 都市 園 を 中 心 に 減少 が 続く 一 方 、 北 海道 や 沖縄 県 な ど で は 増加 が 続い て お り 、 感 染 状 況 | 
| の 推移 に 差 が 生じ て いる 。 ま た 、 地 域 別 に 見 る と 、 岩 手 県 、 秋 田 県 、 福 島 県 、 島 根 県 、 宮 崎 県 及び 鹿児島 県 で は 、 直 近 1 週 間 の 移 | 
| 動 平均 が 昨年 末 か ら の ビー ク を 上 回 っ て お り 、 地 方 に お ける 感染 拡大 に も 注意 が 必要 。 | 
| ・ ま た 、 年 代 別 の 新規 感染 者 数 で は 、 全 て の 年 代 で 減少 傾向 に ある が 、10 代 以下 で は 減少 幅 が 小さ く 、 人 口当たり の 新規 感染 者 
| 数 が 最も 多い 。 首都 圏 で は 一 部 を 除き 、 全 て の 年 代 で 減少 傾向 が 続い て いる が 、 一 方 で 、 北 海道 や 沖縄 県 で は 10 代 以下 で 新規 
| 感染 者 数 の 増加 が 継続 し て いる 。 ま た 、 沖 縄 県 で は 80 代 以上 で 減少 が 見 られ る も の の 、60 代 及び 70 代 で は 横ばい の 状況 。 引き 
| 続き 、 他 の 地域 で も 高齢 者 の 感染 状況 を 注視 し て いく 必要 。 
| ・ 感 染 場 所 と し て 、 引き続き 、 学 校 等 に お ける 割合 が 増加 傾向 に ある 。 | 
| ・ 現 在 の 感染 状況 と し て は 、 大 都市 園 を 中 心 に 新規 感 k 染 者 数 の 全国 的 な 減少 が 続い て いる も の の 、 北 海道 や 沖縄 な ど 一 部 の 地域 
で は 新規 感染 者 数 の 増加 が 続い て いる 。 全て の 地域 で 昨年 夏 の ビー ク よ り も 高い 状況 が 未だ に 続い て いる こと や 、 特 に 増加 と 減 | 
| a 引き 続き 、 今 後 の 動向 を 注視 する 必要 。 | 
IS 染 の 増加 に つい て 
感染 状況 に は 、 RR 直近 まで の 感染 者 数 増加 に は 接触 機会 の 増加 
と 、 BA.2 系 統 へ の 置き 換わり が 強く 影響 し て いる と 考え られ る 。 また 、 足下 で 見 られ る 減少 傾向 に は 、 ワク チン 接種 等 に よる 免疫 | 
| の 獲得 状況 や 、 感 染 リ スク の 高い 場所 ・ 場 面 を 回 避 し よう と する 市 民 の 努力 等 が 影響 し て いる も の と 考え られ る 。 | 
「【 接 触 パ ター ン に つい て 】 夜 間 滞留 人 品 に つい て は 、 全 国 の 半数 以上 で 増加 傾向 が 見 られ る 。 時 間 帯 に よっ て は 、 昨 年 末 の 夜間 滞 
留 人 口 の ピー ク に 迫る 地域 や 、 ピ ビー ク を 超え る 地域 も ある 。 また 、GW に 向け て 移動 や 接触 が 増加 する 可能 性 が あり 、 今 後 の 感 | 
| 魏 状 況 へ の 影響 に 注意 が 必要 。 | 
Mh A CON OC 新規 感染 者 の 増加 の 一 要因 と | 
| な りう る 。 海外 で も BA.2 系 統 へ の 置き 換わり が 進み 、 感 染 の 拡大 に 伴っ て 死亡 者 も 増加 し て いる 国 も あり ( 例 : 英 国 )、 十 分 な 注 | 
意 が 必要 。 | 
|【 ワ クチ ン 接 種 等 に つい て 】3 回 目 接種 の 主 な 目的 は 発症 予防 ・ 重 症 化 予防 で ある 。 3 回目 接種 は 高齢 者 で 進む と と も に 、 若 年 層 で | 
| も 接種 が 進ん で いる が 、 こ れ か ら 若 年 層 が さら に 接種 対象 に な る こと で 一 層 接 種 率 が 向上 する こと が 期待 され る 。 オ ミク ロン 株 | 
に 対す る 感染 予防 効果 は デル タ 株 に 比較 し て も 低く 、 し か も 持続 期間 が 短い こと に 留意 が 必要 。3 回 目 接種 の 感染 予防 効果 も | 
NE 伴い 今後 減 識 し て いく こと が 予想 。 また 、 こ れ ま で の 感 業 に よる 免疫 保持 に つい て は 、 地 域 の 発生 動向 に 影響 する | 
| 能 性 も ある 。 | 
| 本 回 につい] 得 が 上 上 し て いく 時 其 に 入り 、 換 気 を 行い や すい 気候 条件 に な る 。 屋内 で 過ごす こと が 減る こと も 感染 者 抑 
| 制 に は 一 定 の 効果 が ある と 考え られ る が 、 昨 年 の この 時 期 に 感染 が 拡大 し た こと に は 留意 が 必要 。 2 | 


| 〇 に に つい て | 
| ・ 沖 縄 県 で は 入院 者 数 と 病床 使用 率 が 高 止 まり の 状況 。 また 、 そ の 他 に も 病床 使用 率 が 3 割 を 超え る 地域 や 、 自 宅 療養 者 ・ 療 養 等 | 
| 調整 中 の 数 が 増加 を 続け て いる 地域 も ある 。 | 
・ 救 急 搬送 困難 事案 に つい て は 、 昨 年 夏 の ピー ク を 下回り 、 非 コロ ロナ 疑い 事案 及び コロ ナ 疑 い 事 案 と も に 減少 が 続い て いる 。 し か し 、 
一 部 に は 増加 し て いる 地域 も ある 。 | 
| 〇 オミ クロ ン 株 に よる 感 まえ た 取 i 
「【 サ ー ベ イラ ンス 等 】 発 生 動 向 把握 の た め 、 実 効 性 ある 適切 な サー ベイ ラン ス の 検討 が 必要 。 ま た 、 変 異 株 監視 体制 に つい て 、BA. | 
1 系 統 か ら BA.2 系 統 へ の 置き 換わり に 関し 、 ゲ ノム サー ベイ ラン ス で 動向 の 監視 を 継続 する こと が 必要 。 さら に 、 重 症例 や クラ 
| スター 事例 等 で は 、 変 異 株 PCR 検 査 や 全 ゲ ノム 解析 に よる 確認 が 求め られ る 。 
【 自 治 体 に お ける 取組 】 
| と 自治 体 で は 、 オ ミク ロン 株 の 特徴 を 踏ま えた 対応 強化 を 図る べく 、 診 療 ・ 検 査 体制 や 保健 所 体制 の 点検 も 必要 で ある 。 
| ヶ > 今年 1 月 以降 の 自宅 で の 死亡 事例 に お いて は 、 同 時 期 の 死亡 者 全体 の 傾向 と 同様 、70 歳 以上 の 者 が 約 8 割 を 占め 、 新 型 コロ | 
ナ 以 外 の 要因 に より 死亡 する 事例 も 多い こと が 示唆 され る 。 また 、 こ うし た 死亡 事例 に お ける ワク チン 接種 率 は 、 日 本 国内 の 接 | 
種 の 進展 に より 、 2 回目 接 種 が 完了 し て いた 者 も 一 定数 確認 され た 。 自治 体 に お いて は 、 重 症 化 リ スク の 高い 感染 者 へ の 連絡 | 
「 の 迅速 化 等 の 取組 が 進め られ て お り 、 引 き 続 き 、 自宅 療養 者 に 必要 な 医療 が 提供 され る よう 努め る こと が 重要 。 | 
| と 地域 の 感染 状況 に 基づき 、 必 要 病 床 数 と 医療 従事 者 の 確保 や 自宅 療養 者 に 対す る 訪問 診療 や オン ライ ン 診 療 体制 の 構築 に | 
| 引き 続き 取り 組む こと が 必要 。 高齢 者 や 基礎 疾患 の ある 者 な ど 、 重症 化 リ スク の ある 患者 を 対象 と する 経口 治療 薬 や 中 和 抗 体 | 
薬 を 迅速 に 投与 で きる 体制 の 確保 も 引き 続き 求め られ る 。 また 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 己 患 し て も 、 基 礎 疾患 の 治療 が | 
、 継続 で きる よう な 体制 を 整え る こと が 必要 。 | 
| と 高齢 者 施設 等 に お ける 迅速 な 医療 支援 体制 の 強化 ・ 徹 底 が 求め られ る 。 医療 支援 体制 の 構築 に あたっ て は 、 医 療 関係 部 局 と | 
| 介護 関係 部 局 が 連携 し 、 地 域 の 関係 者 と も 協議 し つつ 進め て いく こと が 重要 。 | 
| > 健康 観察 等 の 重点 化 や 患者 発生 届 の 処理 の 効率 化 な ど 事 務 連絡 に 基づき 、 効 率 的 に 保健 所 業務 を 実施 する と と も に 、 地 域 に | 
| 必要 な 保健 所 機能 を 維持 する た め 、 外 部 委託 や 本 庁 で の 一 元 化 に よる 体制 を 確保 する 。 また 、 濃 厚 接触 者 の 特定 や 待機 に つ | 
いて は 、 地域 の 感染 状況 に 応じ て 、 適 切な 感染 対策 を 行う こと を 原則 と し つつ 、 オ ミク ロン 株 の 特徴 や 感染 拡大 の 状況 を 踏ま え 、! 
医療 機関 や 高齢 者 施設 な ど に お ける 感染 事例 に 重点 化す る こと が 必要 。 あ わせ て 、 少し で も 体調 が 悪い 場合 に は 職場 ・ 学 校 を | 
| 休め る 環境 を 確保 する こと も 重要 。 | 
| > 地方 に お いて も 足下 で 感染 者 数 が 増加 し て いる 地域 が ある 。 い ずれ の 地域 に お いて も 、 上述 の よう な 体制 整備 が 必要 で ある 。 


人 


「【 ワ クチ ン 未 接種 者 、3 回 目 接種 者 へ の 情報 提供 の 再 強 化 】 
| >3 回 目 接種 率 に つい て 、4 月 26 日 公表 時 点 で 65 歳 以上 高齢 者 で は 約 8796、 全体 で は 約 519% と な っ た 。 高齢 者 の 接種 が 進展 し 
た こと に より 重症 化 や 死亡 の リス ク 低 減 が 期待 され る 。 重症 者 ・ 死 亡者 を 最小 限 に する た め 、 ま た 同時 に 、 で きる だ け 発 症 者 を 
減ら す た め に も 、 対 象 者 へ の 3 回 目 の 接種 を 今後 も 着実 に 実施 し 、 希 望 す る 方 に は で きる だ け 多 く 接 種 し て いた だ く こ と が 求め 
られ て いる 。 
と 自治 体 で は 、 ワ クチ ン 接 種 に 関す る 情報 提供 を 進め る こと が 重要 。 未 接種 者 へ の ワク チン 接種 と と も に 、 初 回 接種 か ら 6 か 月 以 | 
降 の 3 回 目 接種 に に り オ ミク ロン 株 に 対し て も ワク チン の 有効 性 が 回 復 す る た め 、3 回 目 接種 を 着実 に 実施 し て いく こと も 必要 。 | 
また 、 ワク チン 接種 者 に お いて は 症状 が 居 延 する リス ク が 低い と の 報告 が ある 。 
ァ 5 歳 か ら 11 歳 まで の 子ども へ の ワク チン 接種 に つい て は 、 特例 臨時 接種 と し て 実施 され て いる が 、 そ の 際 、 努 力 義 務 の 規定 は 
これ ら の 小児 に つい て 適用 し な いこ と を 踏ま え 、 接種 を 進め て いく こと が 必要 。 また 、 小児 へ の 感染 予防 を 期待 し て 、 保護 者 や 
| 周囲 の 大 人 が ワク チン を 接種 する こと も 重要 。 | 
|【 水 際 対 策 】 海 外 及 び 国 内 の 現在 の 流行 状況 な ども 踏ま えて 水際 対策 の 段階 的 な 見 直し を 検証 し て いく 必要 が ある 。 特に 、 直 近 の | 
: 東 ア ジア 地域 に お ける 流行 状況 に は 注視 が 必要 。 また 、 入 国 時 検査 で の 陽性 者 は 、 海 外 に お ける 流行 株 監視 の た め 、 全 ゲ ノ | 
ム 人 解析 を 継続 さす せる こと が 必要 。 


| 〇 オミ クロ ン 株 の 特徴 を 踏ま えた 感染 防止 策 の 強化 ・ 微 底 
| 感染 が 広がっ て いる 場面 ・ 場 所 に お いて 、 オ ミク ロン 株 の 特徴 を 踏ま えた 感染 防止 策 の 強化 ・ 徹 底 が 求め られ る 。 

と 学校 ・ 幼 稚 園 ・ 保 育 所 等 に お いて は 、 子 ども の 感染 対策 の 徹底 は も と より 、 教 職員 や 保育 士 な ど に 対す る 積極 的 な ワク チン の | 
接種 促進 も 含め 感染 対策 の 再 確認 と 徹底 が 必要 。 子ども や 職員 が 少し で も 体調 が 悪い 場合 は 、 休 暇 を 取得 で きる 環境 を 確保 | 
する こと が 重要 。 また 、 分 散 登校 や リモ ー ト 授業 な どの 組み 合わ せ に よる 教育 機会 の 確保 や 社会 機能 維持 に も 配慮 する 必要 | 
が ある 。 あ わせ て 、 家 庭 内 で の 感染 対策 の 徹底 も 求め られ る 。 

> 高齢 者 の 感染 を 抑制 する た め 、 介護 福祉 施設 に お ける 対策 の 徹底 が 必要 。 この た め 、 入 所 者 及び 従事 者 に 対す る ワク チン の | 
3 回 目 接種 を 進め る と と も に 、 従 業者 等 へ は 積極 的 な 検査 を 実施 する こと も 必要 。 また 、 施 設 等 に お ける 感染 管理 や 医療 に 関し | 
て 外部 か ら の 支援 体制 を 確保 し 、 施設 で 感染 が 確認 され た 際 に は 早期 に 迅速 な 介入 が 重要 。 | 

> 職場 に お いて は 、 社 会 機能 維持 の た め 、 業 務 継 続 計画 の 活用 に 加え 、 企 業 に お ける テレ ワー ク の 活用 や 休暇 取得 の 促進 等 に | 
より 、 出 勤 者 数 の 削減 に 取り 組む と と も に 、 接 触 機会 を 低減 する こと が 求め られ る 。 また 、 従 業 員 の 体調 管理 を 徹底 し 、 少 し で も | 
体調 が 悪い 場合 に は 休暇 を 取得 で きる 環境 を 確 保 する こと が 必要 で ある こと に 加え 、 職 域 に お ける ワク チン の 3 回 目 接種 を 積 | 
極 的 に 進め る べき で ある 。 





| 2 MIR の CPP える 季 2 + 事 な ど で 普段 会 a 全う 
| な っ た 。 し た が っ て 、 基 本 的 な 感染 対策 と 日 頃 の 体調 管理 を 徹底 し て 呼び か けた 上 で 、 で きる だ け 新 規 感染 者 数 の 継続 的 な 増加 | 

が 起こ ら な いよ う 、 引き 続き 、 市 民 や 事業 者 の 方 々 に は 感染 リス ク の 低減 に 向け た 取組 に ご 協力 いた だ く こ と が 必要 。 また 、 GW 明 | 
| け の 通学 や 通勤 な ど を 再開 する 際 は 、 体 調 管理 を 心がけ る こと も 必要 。 | 
【 ワ クチ ン 接 種 に つい て 】 ワ クチ ン の 3 回 目 接種 は 、 そ の 種類 に 関わ ら ず 、 時 期 が 来れ ば 、 早 め に 受け て いた だ く こ と が 重要 。 新 型 コ | 
| ロナ ウイ ルス 感染 症 に 貝 患 す る と 、 若 年 者 で も 重症 化す る こと が あり 、 ま た 、 居 延 症 状 が 見 られ る 場合 も ある こと か ら 、 重症 化 リ | 
| スク の 高い 高齢 者 は も と より 、 若 年 者 も 自ら の 健康 を 守る た め に 接種 し て いた だ く こ と が 求め られ る 。 
|【 感 染 対 策 の 徹底 】 行 政 ・ Ne 市 民 の 六 ョ 様 に は 、 2 の ICE hy 不織布 マ | 
| ろ は 最も 感 染 リ スク が 高い が 、 オミ クロ ン 株 は 伝播 性 が 高い た め 、 EE | 
| 【 外 出 や 旅行 等 に 際 し て 】 混 雑 し た 場所 や 換気 が 悪く 大 人 数 ・ 大 声 を 出す よう な 感染 リス ク の 高い 場面 ・ 場 所 を 避け る こと が 必要 。 | 
| 行動 は いつ も 会 う 人 と 少 人 数 で 。 飲食 は 、 で きる だ け 少 人 数 で 黙 食 を 基本 と し 、 飲食 時 以外 は マス ク 着 用 の 徹底 が 必要 。 ま た 、 | 
移動 中 は 基本 的 な 感染 対策 を 徹底 し 、 移 動 先 で は 感染 リス ク の 高い 行動 を 控え る こと は も と より 、 旅行 や 帰省 等 で 移動 する 場 | 
合 は 、 事 前 に ワク チン の 3 回 目 接種 又は 検査 を 受け る こと が 求め られ る 。 


【 体 調 管理 に つい て 】 ご 自身 や ご 家族 の 命 を 守る た め 、 同時 に オミ クロ ン 株 に よる 感染 拡大 防止 の た め に も 、 軽度 の 発熱 、 催 怠 感 


な ど 少 し で も 体調 が 悪けれ ば 外出 を 控え る と と も に 、 自治 体 等 の 方 針 に 従っ て 受診 や 検査 を する こと が 必要 。 。 特に 、 高 齢 者 を は | 
じ め 、 重症 化 リス ク の 高い 方 と 会 う 機会 が ある 場合 に は 注意 が 必要 。 | 
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る 参考 : オ ミク ロン 株 の 特徴 に 関す る 知見 > 


|【 感 染 性 ・ 伝 播 性 】 オ ミク ロン 株 は デル タ 株 に 比べ 、 世 代 時 間 が 約 2 日 (デル タ 株 は 約 5 日 ) に 短縮 、 倍 加 時 間 と 潜伏 期間 も 短縮 し 、 感 染 後 の 再 感 業 | 

| リス ク や 二 次 感 染 リ スク が 高く 、 感 染 拡 大 の 速度 も 非常 に 速い こと が 確認 され て いる 。 な お 、 報 告 され て いる デー タ に よれ ば ぱ ば 、 こ れ ま で の 株 と 同 ! 

| 様 に 発症 前 の 伝播 は 一 定 程度 起き て いる と 考え られ る 。 

|【 感 染 の 場 ・ 感 染 経 路 】 国 内 で は 、 多 く の 感 染 が これ まで と 同様 の 機会 (換気 が 不 十分 な 屋内 や 飲食 の 機会 等 ) で 起き て お り 、 感 染 経路 も これ まで 

| と 同様 、 飛 涼 が 粘膜 に 付着 する こと や エア ロ ゾ ル の 吸入 、 接 触感 染 等 を 介し て いる と 考え られ て いる 。 

|【 重 症 度 】 オ ミク ロン 株 に よる 感染 は デル タ 株 に 比べ て 相対 的 に 入院 の リス ク 、 重 症 化 の リス ク が 低い こと が 示さ れ て いる が 、 現 時 点 で 分 析 さ れ た | 

| オミ クロ ン 株 に よる 感染 の 致命 率 は 、 季 節 性 イン フル エン ザ の 致命 率 よ り も 高い と 考え られ る 。 また 、 肺 炎 の 発症 率 に つい て も 限ら れ た デー タ で |! 
は ある が 季節 性 イン フル エン ザ よ り も 高い こと が 示唆 され て いる が 、 今後 も さま ざま な 分 析 に よる 検討 が 必要 。 今回 の 感染 拡大 に お ける 死亡 者 | 
は 、 昨 年 夏 の 感染 拡大 と 比べ 、80 歳 以上 の 占め る 割合 が 高く な っ て いる 。 感染 前 の 状況 と し て 、 医療 機関 に 入院 中 の 方 や 高齢 者 施設 に 入所 | 
中 の 方 が 多い こと が 示さ れ た 。 侵襲 性 の 高い 治療 を 希望 され な い 場 合 や 基礎 疾患 の 悪化 等 の 影響 で 重症 の 定義 を 満た さ ず に 死亡 する 方 な 
ど 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 が 直接 の 死因 で な い 事 例 も 少な く な いこ と が 報告 され て お り 、 基礎 疾患 を 有する 陽性 者 で コロ ナ 感 染 に よる 肺炎 
が 見 られ な く て も 感染 に より 基礎 疾患 が 増悪 する こと や 、 高 齢 の 感染 者 が 心不全 や 誤 距 性 肺炎 等 を 発症 する こと に より 、 入院 を 要する 感染 者 

| の 増加 に 繋が る こと に も 注意 が 必要 。 

i【 ウ イル ス の 排出 期間 オミ クロ ン 株 感染 症例 に お ける ウイ ルス の 排出 は 、 時 間 の 経過 と と も に 減少 する 。 有 症 状 者 で は 、 発 症 日 か ら 10 日 目 以降 

| に お いて 、 排 出す る 可能 性 が 低く な る こと が 示さ れ た 。 な お 、 無 症状 者 で は 、 診 断 日 か ら 8 日 目 以降 に お いて 排出 し て いな いこ と が 示さ れ た 。 

i【 ワ クチ ン 効 果 】 初 回 免疫 に よる オミ クロ ン 株 感染 に 対す る 発症 予防 効果 は 著しく 低下 する 。 入院 予防 効果 に つい て は 、 半 年 間 は 一 定 程度 保 た れ 

| て いる も の の 、 そ の 後 509% 以 下 に 低下 する こと が 報告 され て いる 。 一 方 で 、3 回 目 接種 に に り オ ミク ロン 株 感染 に 対す る 感染 予防 効果 、 発 症 予 
防 効 果 や 入院 予防 効果 が 回 復 す る こと や 、3 回 目 接種 後 の ワ クチ ン 効 果 の 減衰 に つい て も 海外 か ら 報告 され て いる 。 海外 で は 一 部 の 国 で 4 回 

| 目 接種 が 始ま っ て いる 。 有 効 性 ・ 安 全 性 の 情報 を 収集 し 、 国 内 で の 4 回 目 接種 の 必要 性 や 対象 者 、 開 始 時 期 等 に つい て 検討 する 必要 が ある 。 

「【BA.2 系 統 】 海 外 で は BA.2 系 統 に よる 感染 が 拡大 し て いる 。 国内 に お ける オミ クロ ン 株 は 、 当初 BA.1 と BA.1.1 の 海外 か ら の 流入 が と も に あっ た も 

| の の 、 そ の 後 BA.1.1 が 多数 を 占め た 。 現在 は 、BA.2 系 統 へ の 置き 換わり が 進ん で いる 。 この た め 、 今後 、 感 染 者 数 の 増加 (減少 ) 速 度 に 影響 | 
を 与え る 可能 性 が ある 。 な お 、 BA.2 系 統 は BA.1 系 統 と の 比較 に お いて 、 実 効 再生 産 数 及び 二 次 感染 リス ク 等 の 分 析 か ら 、 感 染 性 が より 高い こ | 
と が 示さ れ て いる 。 BA.2 系 統 の 世代 時 間 は 、BA.1 系 統 と 比べ 1596 短 く 、 実 効 再生 産 数 は 2696 高 いこ と が 示さ れ た 。 BA.1 系 統 と BA.2 系 統 と の | 
重症 度 の 比較 に つい て は 、 動 物 実験 で BA.2 系 統 の 方 が 病原 性 が 高い 可能 性 を 示唆 する デー タ も ある が 、 実 際 の 入院 リス ク 及 び 重 症 化 リス ク | 
に 関す る 差 は 見 られ な いと も 報告 され て いる 。 また 、 英 国 の 報告 で は 、 ワク チン の 予防 効果 に も 差 が な いこ と が 示さ れ て いる 。 英国 の 報告 で は 、 | 

| BA.1 系 統 ウ イル ス 感 染 後 に お ける BA.2 系 統 ウ イル ス に 再 感染 し た 事例 は 少数 あり 、 主 に ワク チン 未 接種 者 で ある と 報告 され て いる 。 

|【XE 系 統 】 オ ミク ロン 株 の XE 系 統 は 、 オ ミク ロン 株 の BA.1 系統 と BA.2 系 統 の 組 換え 体 で あり 、 1 月 に 英国 で 初め て 確認 され て 以降 、 こ れ ま で に 

| 1.500 例 以上 確認 され て いる 。 ま た 、WHO レ ポー ト に よれ ば 、 BA.2 系 統 に 比べ て 市 中 で の 感染 者 の 増加 する 速度 が 109%% 程 度 高い と 報告 され て 
いる 。XE 和 糸 統 に つい て 、 検 疫 に お いて 3 月 26 日 に 採取 され た 検体 か ら 1 件 確認 され た 。 国立 感染 症 研究 所 に よれ ば 、 感 染 力 や 重症 度 等 に 大 き 
な 差 が 見 られ る と の 報告 は 現時 点 で は な いも の の 、 ウ イル ス の 特性 に つい て 、 引 き 続 き 、 諸 外国 の 状況 や 知見 を 収集 ・ 分 析 す る と と も に 、 ゲ ノ 
ム サ ー ベ イラ ンス に よる 監視 を 続け て いく こと が 必要 と し て いる 。 
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